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1.6………テーマ

前述の理念のもと、本博覧会のテーマ「幸せを創る明日の風景　～Scenery of the Future for 

Happiness～」を設定した。本テーマには、一人ひとりが心に「幸福感を深める」ための種を自分の

意志で蒔き、これを人や環境との関わりの中で育み、生命力にあふれ、個性豊かに、多彩な花を咲か

せること、それが豊かさを深める社会の風景である、という思いを込めている。

1.7……… サブテーマ

テーマを展開し、具現化するための切り口として、次の4つのサブテーマを設定する。

生態系サービスに支えられている人と自然の新たな関係を構築するための基盤とそれを支える

主体の将来像を示す観点から「自然との調和」及び「緑や農による共存」を、また、これに基づく心の

豊かさや幸せがあふれる都市の持続可能性を示す観点から、新たな価値創造による「新産業の創

出」を、さらに、新たな価値を生み出し課題解決につなげる多様な主体の参加システムの在り方として

「連携による解決」を示すことにより、本博覧会において「幸せを創る明日の風景」を体現していく。

幸せを創る明日の風景
～Scenery of the Future for Happiness～

サブテーマ［テーマ実現の切り口］

自然との調和 緑や農による共存 新産業の創出 連携による解決

（別紙３）



❶ 自然との調和　Co-adaptation※1

日本の里山にみられる自然との共生、再生循環の知恵や、災害大国としての経験を生かし、自然

の力を導入し、造営物によるインフラを補完するグリーンインフラにより、持続可能で安全かつ魅

力ある都市の土台づくりを世界に向けて提案する。

❷ 緑や農による共存　Co-existence※1

地球の環境容量と生態系システムの危機に直面し、持続的な未来に向けた意識が高まる中、

人々は自然とふれあうことの喜びや楽しさ、人と人とのつながりの大切さを再認識し始めている。

自然を愛（いつく）しみ、自然を暮らしに生かす農業文化やシェアリングエコノミーの原型ともいえ

る日本の農の心に学びつつ、緑や農を介して、社会・生活基盤の維持に一人ひとりが積極的に関わ

ることにより、ともに分かち合い支え合う「グリーンコミュニティ※2」の在り方を提案する。

※2 自然環境が有する多様な機能をもつ生活基盤（グリーンインフラ）の整備と維持に積極的に関わることで形成される共助の主体

❸ 新産業の創出　Co-creation※1

人々の価値観やライフスタイルが多様化する中、いのちと暮らしを支え、文化や豊かさをつくる

花き園芸・農の役割が再認識されている。

国際園芸博覧会を実験の場とし、花き園芸・農の高付加価値化や新技術・新品種の創出、異業種

連携による生命産業の領域拡大など、時代の先駆けとなる新たな価値を創造する産業の創出・育

成を提案する。

❹ 連携による解決　Co-operation※1

国内外の企業や教育・研究機関、市民を含む多様な主体や国際的ネットワーク等による横断的な

参加システムを構築し、世界的な課題の解決につながる知恵や技術を集積し、各国の人々と相互に

発信・交流・シェアすることで、多文化共生や友好と平和、多様性を尊重する社会の実現に寄与する。

※1 各テーマの英語の部分に共通する「Co-」は、「共同」や「相互」の意味を持ち、
  本博覧会で提示する価値をあらゆる人々や企業・団体が協力して創り上げていくことへの思いを込めている。

◉ 024


	kihonkeikaku_2-2.pdf
	PDF用Cover_231009


